
一

六甲サッカー罰は強いという定許の巾で、

遂に一痩も優勝を成し得なかった。

後列左より 、高木 ・ 中田 • 田中

前列左より 、浜口 • 松浦• 秋田・中村 ・ 菅野 ・ 鷲尾

六甲サッカ一部が強かった一
つの時代

我々 33期は、六甲サッカ 一部が非常

に強かった一つの時代の終わ り 頃に位

置 していたと思う 。 29期 ・ 30期の全国

高校総体出場（昭和46年 8 月）、 3 1

期 · 32期の新人戦近畿大会制覇（昭和

48年 3 月）を目のあたり に して、六甲

サッカ 一部は、強い学校であると いう

定評の中でプレ ーできた 。

佃先生 （佃セン） の指導
六甲サ ッ カ 一部の強さは、そのほ と

んどすべてを佃先生に負っ ていたと言

っても過言ではない と思う 。 校則から

. 

週 3 日に決められていた練習の中に内

容の濃い練習を織り込んでいた。 また

短い練習時間では培えない基礎体力は

毎 日課せられたサーキ ッ トトレ ーニン

グで補っ た 。 また 、 早朝の自主練習も

短い練習を補うものであ った。 それら

すべては佃先生の指導によるものであ

った。

伝統
また、先翡から受け継いだ伝統と い

うものの力も大きい。 先輩たちが強い

と いうことは、 自分たち も強いもので

ある、また強くなければならないと思

うものである 。 そ うい っ た環境の中で

強さとは生まれてくるものであると思
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う 。 強い六甲の伝統よ永遠なれと思う 。

スーパースタ ー松浦を中心に

我々33期のチー ムはFWにス ーパー

スタ ー松浦を擁し、守備の要はDFの

秋田と GKの中田。 右ウイングは浜口。

高木は中学時代はバック、高校時代は

センタ ーフォワー ド 。 ハーフは中村と

菅野。 バ ックは鷲尾と飯尾。 そ してマ

ネ ージ ャーには田中。 チー ムを組む32

期 ・ 34期にも恵まれて、チー ムの力は

まずまずのレベルにあ っ たと思う 。 し

かし、成績は必ずしも満足できるもの

ではなかった。



成し得なかった優勝

戦績は中学時代は兵庫県 3 位（昭利

46年。 中 2) 、神戸市 3 位（昭和47年。

中 3) 、高校時代は兵庫県準優勝（昭

和48年。 高 1) 、神戸市準優勝（昭利

50年。 高 2) が最高で、 優勝は一度も

成し得なかった。 実力的には優勝でき

そうな大会もあ っ たと思うが、本番に

おける弱さからか、力を出し得ず苦盃

をなめたことは今でも残念なことであ

る 。

六甲ヒルケルフ ッ トボールクラブ

さて、もう一つ、六甲ヒルケルフ ッ

トボールクラブの思い出も記しておき

たい。 我々33期が六甲を卒業と同時に

結成されたヒルケルクラブは、神戸市

社会人リーグに加盟して数々の成績を

残した。 神戸市の総合体育大会で優勝。

リーグ戦でも 3 部、 2 部、 1 部とリー

グ戦で優勝を重ねた。 また、昭和55年

には、 天皇杯関西大会に兵庫県代表と

して出場し、関西社会人リーグの湯浅

電池と対戦した。 試合は善戦したもの

の惜敗したが、良い思い出である 。

また、昭和53年にはヒルケル さ んと

ヨ ー ロッパ遠征に出かけた 。 観光を兼

ねて、ヒルケルさんの里帰りに付いて

いったものだが、西ドイツとベルギー

で 2 試合をこなした。 結果は 1 勝 1 敗

であ っ たが良い思い出である 。

ヒルケルクラブの試合には、よ く ヒ

ルケルさんが応援に来てく れた。 亡く

なる 1 週間ほど前にも応援に来てくれ

ていたのに 、 突然の悲報には信じられ

ない思いだっ た。 温か く お世話いただ

いたご恩に感謝するとともに、 ご冥福

をお祈り したい。

生涯の友情
我々 33期は今もたいへん仲がいい。

年に何度かは集ま って酒を酌み交わし

親交を深めている 。 生涯の友情をはぐ

く んで くれた六甲サ ッ カ 一部には感謝

している 。

六甲サ ッ カ一部の思い出は、我々に

と っ て燃え上がる情熱であり、胸を張

って語れる青春の l ペー ジである 。

六甲サッカ一部よ永遠なれ。

そして強いサッカ一部であり続けてほ

ししヽ。

［中田 高志］

く主な戦績＞

高 3 国体兵庫県代表候補（セレクショ

ン

中 2 (昭和46年度）第 5 回兵庫県中学校サッカー選手権

中 3 (昭和47年度）第24回神戸市総合体育大会

3 位

3 位

2 位高 1 (昭和48年度）第17回兵庫県高等学校総合体育大会

第52回兵庫県高等学校サッカ ー選手権

高 2 (昭和49年度）神戸市高等学校新人戦

ベスト 8

2 位

く 33期のメンバー＞

秋田 敏明 (D F) キャ プテ ン 。

中 3 神戸市選抜。 高 l 神戸市選抜。 ス

イーパーとしてバ ッ クの中心。 キャプ

テンとしてみんなをまとめる力はある

が、ち ょっ と変わりもので、発想がユ

ニー クな男。

菅野裕之 (MF) 通称スガエン。

ハーフバ ッ クとしてシュア ーなプレー

をする 。 足が長くなく 、 ダ ッ クスとも

言われた 。 スガエンが股の間を抜かれ

た ときには佃先生が感心することし き

り 。

飯尾誠 (D F) ど っ しりとした

バックス 。 仲々抜かれないが、抜かれ

たら足がおそい。 高校に入っ て受験勉

強でやめると言って退部したが、本当

に東大に入りよ っ た。

高木聡 (D F 、 FW) 中学時代

はバ ッ クスで、 高校に入りセ ン ターフ

ォ ワードに転向。 ゴール前のミスには

何度 も泣かされた。

中村 祥ー (MF ) 中 2 の とき に

テニス部か ら転部 。 器用 さ は な いが

仲々 キレのいいプレ ー をする 。 高 l の

ときの同点ボレ ー シ ュートはすばらし

かっ た。

浜口進治 (FW) 高 l 神戸市選

抜。 前に抜いてい く しかでき ないウィ

ングだが こ れが仲々抜いてい く 。 こ い

つのセ ン タ ー リ ングは、 シュ ー ト かセ

ンタ ーリングかわからない。 体が硬く、

丸めてもま っ すぐな背中を持 っ てい

る 。

松浦隆幸 ( F W ) 中 2 神戸市選

抜。 中 3 神戸市選抜。 高 l 神戸市選抜。
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に行かず佃先生にお こられる） 。 中学

時代はスーパースター 。 得点力は抜群。

1 人で 5-6 人を抜いてゴールしたこ

とも 。 骨折後、 高校時代はちょ っ と鈍

っ たが、 それでも国体候補。

鷲尾勝 (D F) 猪突猛進のスト

ッパー 。 スラ イ ディングタ ックルは天

下一品 。 サ ッ カーが死ぬほど好きで、

練習の虫。

田中 靖人（マネー ジャ ー） 通称

ブーチ ャン 。 と てもサ ッ カ ー ができる

体ではないが、マネ ージャーと して途

中入部。 チームのリー ダーとしてまと

め役として重要な存在。 評論をさせる

と、これがまた弁が立つ。

中田 高志 (GK) 中 3 神戸市選

抜。 高 l 神戸市選抜。 高 3 国体兵庫県

代表候補（セレクシ ョ ンに行かず佃先

生におこられる） 。 フ ァ イ ンプ レーは

超高校級。 しでかすチョ ン ボは大チョ

ン ボ。 キ ックカは抜群。 キーパーか ら

のキ ックで直接ゴールイ ン したこと は

語 り草。


